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福島県「ふくしま医療福祉機器開発事業費補助金」の採択のお知らせ	 

	 

	 このたび、福島県が公募した「ふくしま医療福祉機器開発事業」において、当社が研究開発しているテーマである「小児から適用可能な

ＨＡＬおよび歩行支援システムの開発」が補助対象事業として採択され、交付申請することを決定しましたので、下記のとおりお知らせい

たします。	 

	 

１．	 公募事業の目的	 

	 ふくしま医療福祉機器開発事業は、東日本大震災及び福島第一原子力発電事故からの福島県の復興を大きな目的とし、福島県の医

療福祉機器関連産業の集積を更に促進し、雇用の確保を目指すために、医療福祉機器の製品開発・実証試験に取組む企業者等を支援

するものです。	 

	 

２．	 採択された事業 

（１）	 研究開発テーマの名称（計画名） 

「小児から適用可能なＨＡＬおよび歩行支援システムの開発」	 

（２）	 研究開発テーマの内容 

医療用ＨＡＬの技術・知見を生かし、小児から適用可能なＨＡＬを新たに開発することで、従来諦められてきた肢体不自由児

の歩行機能改善治療を実現する。また、ＨＡＬによる治療を効率的に行う歩行支援システムを開発し、治療の記録を自動的に

収集することで科学的根拠を有するガイドライン作成の推進を図る。本事業は肢体不自由児の自立度向上を促し、肢体不自由

児を支える親等のＱＯＬ向上に対しても貢献すると期待できる。	 

（３）	 採択企業 

代表企業：ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社（当社）	 

連 携 先：国立大学法人筑波大学	 	 

（４）	 補助事業期間 

交付決定後、最長平成29年３月末まで	 

（５）	 補助金額 

交 付 申 請 額：100百万円（交付決定後、平成28年３月末までの平成27年度分）	 

	 	 	 	 	 	 なお、翌平成28年度分（平成29年３月末まで）として、80百万円を予定しております。	 

	 

３．	 交付金額と交付時期について	 

	 ふくしま医療福祉機器開発事業の補助金額は、補助事業年度毎の確定検査において確定します。そのため、平成27年度分の交付時

期については平成27年度終了後を予定しておりますが、現時点では確定した交付金額および支払時期は未定であります。	 

	 

４．	 今後の見通し	 

	 当社は、平成28年３月期通期業績予想において、本件による収入を見込んでおりませんでしたが、本プロジェクトの採択により助

成金収入（営業外収益）が見込まれます。当期業績予想に与える影響は精査中であり、修正が必要な場合には、改めてお知らせいた

します。	 
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